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南太平洋沿海鉱物資源共同探査調整委員会

第9回会議に出席して

盛谷智之(海外地質調査協力室)

�浯�歩�剉��

はじめに

国連ESCAPの南太平洋沿海鉱物資源共同探査調整委

員会(ccoP/soPAc)第9回会議カミ昭和55年ユ0月20目

から10月28目までキリバスのタラワ島で開催され筆

者はこれに貝本からの技術顧間として出席した･また

この会議と密接に関連した｡coP/soPAcと政府間海

洋学委員会･酉太平洋海域共同調査作業部会(Ioc/wEs･

TPAC)の共催による第2回南太平洋の地質鉱物資源お

よび地球物理国際研究集会カミ昭穐55年10月9目から10

月1舶までニュｰカレドニアのヌｰメアで開催された.

筆者はこちらには出席できたかったカミこの研究集会の

報告曲勧告の審議は｡coP/soPAc第9回会議における

最も重要で長時間にわたる議題でありこの結果はCC-

0P/soPAcの事業計画に直接的に反映しまた南太平

洋地域の海洋科学研究の今後の動向を示すものとしても

重要である･このため会議資料によって知り得た研究

集会の内容を含めて第9回会議の要点を報告する.

狂お会議開催地のタラワ島は美しい環礁で太平洋戦争

における日米両軍の最大の激戦地としても有名である.

そのほか帰路燐鉱で知られるナウル島に立寄りその興

味ある地質を見学する機会を得た.両島の見聞記も別

の機会に報告したいと思う.

会議の出席者

加盟国からの代表団としてクック諸島2名フィジｰ

2名キリバス2名ニュｰジｰランド2名西サモア

1名ソロモン諸島2名トンガ1名バヌアツ3名

協力国からの技術顧問としてオｰストラリア2名フ

ランス2名目本1名英国1名米国2名ソ連2名

国連機関からのアドバイザｰとしてESCAP5名UNDP

1O名その他の国からのオブザｰバｰとしてキリバス1

名グアム1名太平洋信託統治領1名の総計43名が

出席した.

会議の内容

｡coP/soPAc会議は本会議と技術諮問グルｰプ(T

AG)会議からなる.↑AG会議は本会議の間に入れて

開催された.また本会期に先立って10月17目には環太

平洋マッププロジェクト南西区画会議会合がもたれた.

会議の議題を次にあげる.

(本会議)

1開会挨拶

第!図

会場となったタラワのオシンタイ

(αintai)ホテル�
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2議長･副議長の選出

3議題採択

4新加盟国の承認および常任代表の指名

5TAG(技術顧問グルｰプ)議長の選出

(TAG会議)

6TAG議題の採択

7第8回会議以降の活動の検討

(･)ccoP/soPAc技術事務局

(b)ESCAP事務局

8第8回会議以降の｡coP/soPAc地域における調

査活動の検討

(･)ccOP/sOPAc事業計画による活動

(b)UNDPプロジェクトの活動

(C)その他の活動

9ccoP/soPAcおよびIoc/wEsTPAc共催第2

回国際研究集会の報告ならびに勧告の審議

10デｰタ･情報の管理

11CCOP/SOPAC出版計画

12研修計画

13ccoP/soPAcの活動に関連する鉱物･エネルギ

ｰおよびその他の海洋資源の探査･開発･管理に

関する近況報告

14CCOP/SOPACの活動に関連する沿岸域資源の開

発と管理に関する近況報告

15関連活動分野における進展に関する報告

(纈)海洋法

(b)海洋汚染(鉱物資源の探査と開発に起因する)

(･)津波警報

(d)地震学

16他の国際諸機関との関係

'17事業計画の策定

(目)ccOP/soPAcプロジェクト

(b)UNDPプロジェクト

(･)資金

18TAG報告の採択

(本会議)

19ccOP/soPAcの付託条項および法的地位の検討

20UNDPESCAP加盟国政府の三者間検討

21TAG報告の審議

22その他の事項

23第10回会議の準備

24第9回会議報告書の採択

25閉会

第9回CCOP/SOPAC本会議

議題1から議題5までの開会式手続事項カミまず行

第2図歓迎と開会の挨拶をするキリバス共和国副大統領の

����潔�湮慫

われた.開会演説としてキリバス共和国副大統領Mr.

TeataOTeannakの歓迎と開会の辞ESCAP天然資源

部長Dr.B.XZhangの挨拶UNDP南太平洋地域計

画顧問Mr.F.ossenaの挨拶｡coP/soPAc委員会

前議長Mr.R.N.Rich㎜ondの挨拶がそれぞれあった.

本会議議長にはキリバスの常任代表Mr.T.Otang(天

然資源開発部長)副議長にバヌアツ常任代表のMr.A.Ma-

cfar1ane(地質調査所長)カミ.TAG会議議長には英国

技術顧間Mr.J.E.Wright(地球科学研究所次長/大陸棚

部長)がそれぞれ選ばれた.

議題19のCCOP/SOPAC付託条項および法的地位の

審議では委員会の役割が発足当時より加盟国の能力と

要求カミ変化したのにつれ拡大されてきていることを認め

従来の鉱物資源海域に限らずエネルギｰと陸域を対象

に含めることカミ決定された.

議題22のその他の事項では次のことがとりあげられた.

1)フィジｰ代表からUNDP資金援助が1984年以

後はっきりしてい恋いことに関連して｡coP/soPAc

の将来を憂慮していると強い発言があった.また

｡coP/soPAc技術事務局とUNDPプロジェクトを

事業の効率的推進のためいろいろ放援助と便宣を得るに

好都合なニュｰジｰランドにできるだけ早く移すべきだ

と勧告しこれカミ承認された.ニュｰジｰランド代表

はこのことを自国政府に伝乏ることを約束した｡

2)ccoP/soPAc活動の推進力の役割をはたしてき

たフィジｰ常任代表のMr.N.R芒Richmond(鉱物資源部

長)と｡coP/soPAc技術泰務局専門家のDr.Kroenke

(ノ･ワイ大学)がそれぞれ近くフィジｰを離れる予定で

あることが知らされた蛆これに関連し両氏をCCOP/

SOPAC技術事務局の終身特別顧問として指名すること�
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になつた.

3)1981年11月2目一6目にニュｰジｰランドのオｰ

クランドで開催される太平洋地熱会議を強く支援するこ

とまたESCAPが加盟国からの参加者に必要底資金を

与える努力をしてほしいと勧告した･

議題23の第10回会議の準備ではバヌアツを開催地と

して決定し実際の日程はESCAP事務局と主催国政府

カミ協議して取決めることになった.

第9回CCOP/SOPAC技術諮問グルｰプ

(TAG･)会議

議題7の第8回会議以降の活動の検討では｡coP/

SOPAC技術事務局から全般にわたる報告がありUNDP

プロジェクト職員が完全に補充され各分野の専門家カミ

増加したことのメリットかはっきりしてきたと述べられ

た.また1980年度に招いてESCAPがプロジェクト事

務局に事業面でのより大きな権隈を認めたことから以

前にあった多くの管理および資金的問題が軽減され事

業の効率が向上したことが指摘された.さらにプロ

ジェクトの傭船マチャイアス号で1979年10月から1980年

5月の期間クック諸島キリバスサモアおよびトン

ガの各海域における調査を実施し1980年一1981年度の

傭船航海はマチャイアス号によってスバから始める予定

であることが述べられた.

議題8の第8回会議以降の｡coP/soPAc地域におけ

る調査活動の検討ではまず

(a)ccoP/soPAc事業計画による活動

(b)UNDPプロジェクトの活動

について各対象鉱物資源ごとに検討が行なわれた･

以下にそれぞれの要点を紹介する.

第3図開会挨拶をするESCAP天然資源部長Dr.B.X.Zhang

炭化水素:トンガ海域で実施された炭化水素資源探査

関連の航海で有益なシングルチャンネル反射地震探査断

面が得られこの記録はプロジェクトの石油地質専門家

によって近い将来詳細に解析される予定である.

バヌアツ付近海域におけるSOPAC-ORSTOM(フラ

ンス海外科学技術研究機構)共同航海はSOPAC石油コンサ

ルタントによって勧告された地域のシングルチャンネル

反射地震探査記録を得た.また石油コンサルタントは

バヌアツ地域の石油会社のマルチチャンネル地震探査記

録がプロジェクト専門家の研究用に入手されるよう勧告

している.

サモア海域のシングルチャンネル反射地震探査記録か

ら堆積岩の厚さが限られたものであることカミ分かった･

これは石油の賦存可能性にとって有望でないことを示唆

するが記録はプロジェクト石油専門家によって検討さ

れる予定である.

マンガン団塊:マンガン団塊の試料がクック諸島キリ

バスおよびサモア海域において採取された.経済的価

値のある団塊の濃集部はまだ発見されていないカミ確定

的な結論を出す前にもっと多くの試料採取が必要である.

ニュｰジｰランド海洋研究所とアｰヘン工科大学は酉

ドイツの調査船ゾンネ号でタヒチとウェリントンの間の

マンガン団塊航海を行った.その研究結果はまだ入手

されていない.

燐酸塩および燐灰土:クック諸島フィジｰキリバス

ハブアニュｰギニアサモアソロモン諸島およびトン

ガの各海域におけるマチャイアス号航海およびニュｰ

ジｰランド海洋研究所調査船タンガロア号航海では目

立った燐酸塩堆積物は発見されなかった･

チャタム･ライズの燐灰土はニュｰジｰランドの農業

に有用であることカミ示唆され西ドイツとニュｰジｰラ

ンドの共同航海によってさらに詳しく調査される予定で

ある.一方Minerex鉱山会社カミ北クック諸島およ

びフィジｰのラグｰン域での燐酸塩の探査に関心をもっ

ていることが報告された.

砂礫･沿岸工学:プロジェクト専門家がトンガの砂堆積

物の調査を実施した･ラロトンガおよびサモアの砂の

全量試料がコンクリｰト混入試験のためニュｰジｰラン

ドに送られた.

港湾の調査がサモアおよびフィジｰで鉱物資源部との

協力で実施された.

貴サンゴ:貴サンゴが北クック諸島サモアソロモ�
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策4図ホテルのホｰルで行われる会議の様子赤道直下で

天井扇だけ出席者はくつろいだスタイルという熱

帯ムｰドである.

ン諸島トンガおよびバヌアツにおいて確認された.

予察的な結果によると最も良質のものはSOPAC地域の

西部に産出し東方に向かって大きさ量ともに減少する

傾向のあることが示唆される.

フランスの調査船コリオリ号は修理のためフランスに

戻されフランス海外科学技術研究機構は所有のVauban

号によってSOPACとの共同研究を実施し好結果を得た.

レンガ粘土:ニュｰジｰランドのコンサルタント粘土

専門家による加盟国内の陸上粘土鉱床の経済的賦存可能

性についての報告はフィジｰとパプアニュｰギニアは

確認された鉱床をもちサモアソロモンおよびバヌア

ツではさらに調査してみることカミ妥当であるがクック

諸島キリバスおよびトンガは適当た粘土をもたないと

結論している.

(･)その他の活動として次のような報告があった.

ソ連の科学機関は1979年一1980年にかけ南太平洋で海

洋地質と火山学的調査を実施した.TAGはこれらの

航海のデｰタカミできるだけ早くSOPACに入手しうるよ

うになることを勧告した.

日本地質調査所はSOPAC地域の東部においてマンガ

ン団塊の調査を行いそのさいクック諸島とサモアの船

上研修員を受入れた.

オｰストラリアの大学の研究者達がクック諸島付近の

マチャイアス号によるマンガ団塊調査と南太平洋での

タンガロア号による燐酸塩堆積物の研究に参加した.

アメリカの大学はフランス海外科学技術研究機構およ

びバヌアツ政府と共同でバヌアツ海域およびフィジｰ

台地の地震学的研究を進めている.ノ･ワイ地球物理研

究所(HIG)はライン諸島列の海山を調査しラモント･

ドノ･ティ地学研究所(LDGO)はウッドラｰク海盆の研

究の継続を提案している･米国海洋大気局(NOAA)は

これらの地域のSEASATデｰタの研究を完成した.

議題9のCCOP/SOPACおよびIOC/WESTPAC共

催第2回国際研究集会の報告ならびに勧告の審議が行わ

れた.この研究集会はすでに述べたように｡coP/

SOPAC第9回会議に先行して昭和55年10月9目から

10月15目までニュｰカレドニアのヌｰメアで開催された

ものである.TAG会議はこの報告と勧告を審議し承

認した.提案された事業計画は討議されその一部は

｡coP/soPAc計画の中に組込むよう選ばれまた他の

部分は外部の機関大学による実施がより適当であると

認められた､

当研究集会の内容は｡cOP/soPAcとの関係だけで

放く南太平洋地域の地球科学的問題や研究の動向を知

る上で非常に重要である.このため研究集会の概要と

勧告された各プロジェクトの審議内容にも簡単にふれて

おく.また研究集会で発表された科学論文のリストも

第!表にあげておく.

この研究集会の目的は1)南西太平洋の海洋地球科学

に関する現在の知識と進行中の研究計画を検討し2)地

質学地球物理学および鉱物資源の分野における未解決

の問題またこれらの問題の解決に必要なもっと進んだ

研究を認定しそして3)この地域において実施するた

めの科学的研究計画および研修計画を規定することであ

る.

内容的には3つの大テｰマがとり上げられた.すな

わちA)島弧および島弧後背盆地の構造発達B)深部

地殻構造岩石生成作用およびリソスフェアの熱的条件

と進化C)層序堆積物起源および金属生成作用であ

る.

これら3テｰマについて各国から集まった科学者カミ科

学論文を発表したのち参加者が3つの分科会に分かれ

てそれぞれのテｰマについて検討し報告と勧告を作成

したものである.

勧告された各研究プロジェクトの審議

A.島弧および島弧後背盆地の構造発達Tectonic

e∀olut三〇nofarcsandback-arcbasins

A-1島弧堆積盆=の研究:標準断面と地震探査層序の対比

却畤�晩猱慮���摩浥��祢慳楮�

�牲�慴���敦敲������慮���

浩��慴�牡��

この計画の一部は｡coP/soPAcにとくに重要で�
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策1表第2回CcoP/sOPAcとIoc/wEsTPAc共催

国際研究集会における発表論文

A･島弧および島弧後背盆地の構造発達

�漱�楣����捥��楮杯�����攫　

RecentStructura1Evo1utionoftheNew亘ebrides

(Vamatu)Arc(ニュｰヘブリデス(バヌアツ)弧の中

新世から現在までの構造発達についての地質学的証拠)

�����整���漱�楣�卵牙����奩�

バヌアツ地質調査所

･SouthwestPacificTectonicAna1ysisfromPalaeぴ

magneticDeta(古地磁気デｰタによる南西太平洋の構

造解析)

D.Fe1veyeta1.,Univ.ofSydneyシドニｰ大学

�漱�楣����晴��物慮慳����捨�

BackarcSystern(マリアナ島弧一海溝一島弧後背盆地系

についての地史

J･W.Hawkinseta1.,SIO,LaJo11aスクリップス

海洋研究所

･NewEvidenceBearingontheTectonicEvo1ution

oftheSo1omonIslandsRegion(ソロモン諸島地域の

構造発達に関する新しい証艶)

G,W.Ho㎎hseta1､,GeologyDiYision,Honiara

ソロモン諸島地質調査所

･NewBritain-ATypica1IslandArc(ニュｰブリテン

ｰ典型的な島弧)

R.W.]ohnson,BMR,Canberraオｰストラリア鉱

物資源局

･NorthFijiBasin:newdatabyEVAtea血,OR$

��丰�殳び�潭���癥�楴礬��敲��

ofTexas(北フィジｰ海盆:EVAチｰムによる新デｰタ

B.M.Larue,ORSTOM,Nou血e旦海外科学技術研究

機構

･Develop㎜entofMargina1Basinsint其eSouthwest

Pac並ic(南西太平洋における縁辺海の発達)

A.Ma1ahoff,N0AA/N0sアメリカ海洋大気局/国

立海洋調査所

･TheGeo1ogyandBasementConfigurationofthe

��潮����嵓��慳楮��潮���灰楮�

(フィリピンルソン島ラモン湾一ビコルシエノレ盆地の地

質と基盤形態)

R･D･S･Rieza,BureauofEnergナDeve1opment,

Mani11a.フィリピンエネルギｰ開発局

･TectonicStressintheArcs(島弧における造構応力)

上田誠也東京大学

･Sub㎜arineActiveFau1tsa1ongtheNankaiTrough

SouthwestJapan(西南日本の南海トラフに沿う海底活

断層)

米倉伸之東京大学

B.深部地殻構造岩石生成作用およびリソスフェアの熱的

条件と進化

･ObductionoftheLitbosphere:theNewCa1edonia

Examp1e(リソスフェアののし上げ:ニュｰカレドニア

の例)

〕.Y.Co11otetaL茗ORSTOM,Noτmea海外科学技

術研究機構

･Sωdyo責をheDef1ectionofOc餐乱nicLithospbereat

SubductionZonebyaDe批疵eE1ementMethod

(限定要素法による沈み込み帯の海洋リソスフェアの折れ

曲りの研究)

J.Dubois主UniwofParis-Sud,Orsay南バリ大学

曲DeepCrustaエStr㏄t岨eofOceanicP1ateau(海台の

深部地殻構造)

ふF.Gettn鵬t､削G,Hono1u1uハワイ大学地球物理

研究所

･Volcano1ogyinAustralasia:hazardandtbefuture

(オｰストラレｰシアにおける火山学:災害と将来)

R.W.Jhnson,BMR,Camberaオｰストラリア鉱物

資源局

GeochemistryandMlineralogyofPotassicVo1ca･

nicsfromFiji(フィジｰの含カリウム火山岩の地球化

学と鉱物)

B.Rao,Uniマ.ofQueens1and,Brisbaneクイｰン

ズランド大学

･亘eatF1owMeasurements1nFiji(フィジｰにおけ

る熱流量測定)

N.J.Skimer,Univ.ofSouthPacific南太平洋大学

C｡層序堆積物起原および鉱床生成作用

･Nicke1OreandMiningDiversificationinNewC趾

1edonia(ニュｰカレドニアにおけるニッケル鉱床と鉱業

多角化)

����穩琬��楣���楮�整�����楣�

Noumea鉱山地箪局

･RecentInvestigationofSubmarinePhosphorite

DePositsintheSoutbwestPacific(南西太平洋にお

ける海底燐灰土鉱床の最近の調査)

D.J.Cu11en,NZOI,We11ingtonニュｰジｰランド

海洋研究所

･OriginofOphio1iteandCbromiteZamba1esRange

Luzon(ルソン島サンバレス山脈のオフィオライトとク

ロム鉄鉱の成因)

C･Evanseta1･･SIO,LaJo11aスクリップス海洋研

究所

･ReferenceSections,BiostratigraphyandCorre1a-

瑩潮潦�敎敷��摯�慮�楡�楣慮��慳��

(ニュｰカレドニアの三畳系およびジュラ系の標準断面)

H.J.Campbe11eta1.,Univ.ofAuck1andオｰクラ

ンド大学

･Continenta1MarginAccretionorTectonicErosion

Imp1ications土｡rhydrocarbonpotentia1inNew-

Zea1and(大陸縁辺の付加作用あるいは造構的侵食:

ニュｰジｰランドの炭水素賦存可能性への意義)

亘｡R.Katz,NZGS,We11ingtonニュｰジランド地質�
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調査所

･Visua1Observationso{theTectonicsandMinera･

1izationofActiマeSubmarineRift-FractureZone

Systems(活海底裂谷一断裂帯の造構作用と鉱化作用の

肉眼的観察)

んMa1ahoff,N0AA/N0sアメリカ海洋大気局/国立

海洋調査所

･LithostratigraphyandDeformationoftheChro･

血iteProspectionbytheFrenchTeam(ニュｰカ

1/ドニアのオフィオライト複合体の岩相層序と変形フラ

ンスチｰムによるクロム鉄鉱探査への赤川)

P.Poduineta1.,B.R.G,M.,Noumeaフランス地質

鉱物調査局

･Structure,SeismicStratigraPhyandPetro1eumPo･

tentia1oftheLord且｡weRiseArea.(ロｰドホｰ

ウ･ライズ地域の地震探査層序石油の賦存可能性)

J.B.Wi11coxeta1.,BMR,Canberra鉱物資源局

全体的な論文

･TectonicEvo1utionandKine㎜aticsoftheSouth･

westPacific･(南西大平洋の構造発達と運動学)

G.H.Packameta1.,Univ,ofSydneyシドニｰ大学

･Structura1Evo1utionoftheSouthwestPacificIs-

1andsArcsbyEvATeam,ORsTOl〉[,N0AA/N0s,

Come11Univ,Univ･ofTexas･(南西大平洋の島弧の

構造発達EVAチｰムによる)

J.Recy,ORSTOM,Noumea海外科学技術研究機構

･MicrochemistryandMinera1ogyofFerromanganese

Nodu1esintheSouthPacific(南太平洋の鉄マンガ

ン団塊の微地球化学的および鉱物学的性質)

S.V.Morgo1iseta1.,UniY.of且awaiiハワイ大学

･Meta11iferousSedimentsoftheS.W.Pacificand

Update.(南西大平洋の金属泥堆積物と最新庸報)

D.S.Cronan,Imperia1Co11ege,Londonインペリ

アル大学

･P1ateTectonicEY01utionoftheSoutbwestPacific.

(南西大平洋のプレｰトテクトニク発達)

刮����晩�搬����健�漱敵�潭���

0k1ahomaフィリプス石油会社

･TectonicDeve1opmentofOceanicP1ateaux.(海洋

性台地の構造発達)

L.W.Kroenke,Uni∀.of且awaiiノ'ワイ大学

･AGeophysica1DiscussionoftheOceanicGeoidfor

theSouthwestPacific.(南西大平洋の海洋ジオイド

の地球物理学的検討)

���散���牡�慮�瑩潮��楙���敲牡

オｰストラリア国立大学.

･TheGeochemistryandModeofFormationofOpbi･

o1itesintbeSouthwestPacific(南西太平洋のオフ

ィオライトの地球化学と生成形式)

C.A11egre,InstituteGephysiqueduG1obe,Paris｡

地球物理研究所バリ.

層序対比および陸上の浅い掘削が加盟国の地質調

査所とSOPAC技術事務局によって実施されるべ

きである.他の部分は外部の機関大学によっ

て達成されるべきである(例えばオｰストラリア

鉱物資源局ハワイ地球物理研究所ラモント･ドノ･テ

イ地学研究所フランス海外科学技術研究機構米国地

質調査所南太平洋大学ソ連科学アカデミｰ目本の

研究機関など)

A-2ソロモン諸島の古地磁気So1omonIs1andspa-

���杮整楣��散�

ccOP/soPAcにとって一般的な関心しかなく

外部機関とくにシドニｰ大学が注目するよう示唆

した

A-3フィジｰ北方のインド･太平洋プレｰト境界の確定

�晩�瑩潮潦�摩慮�捩晩����礬

湯牴��楪椀

ccoP/soPAcにとってとくに地震災害の研究

面で重要であり事業計画の一部として採択され

た.大きな援助が外部の機関大学から必要で

ある(例えばオｰストラリア鉱物資源局テキサス

大学東京大学地震研究所ハワイ地球物理研究所フ

ランス海外科学技術研究機構コｰネノレ大学ソ連科学

アカデミｰなど).フランス海外科学技術研究機

構は地震観測ステｰションをウオｰリス島とフト

ウナ島に設置する可静畦を検討している.

A-4ソロモン諸島の島弧海溝系におけるウッドラｰク拡

大系の沈み込みの地球物理学的地球化学的結果

周敧���楣�慮摧�捨�楣����

��捥�晴�獵��瑩潮潦�敗潯搭

��獰��楮杳�����卯�浯��

1and-arctrenchsystenユ

計画の一部が｡coP/soPAcにとってとくに関

係カミ深くなかでもニュｰジョｰジア諸島の陸上

地質図作成中央ソロモントラフの熱流量の研究

カミ重要なことを認めた･TAGは計画のこれら

の部分を強く支持しまたソロモン諸島地質調査

所とラモント･ドハティ地学研究所の共同研究計

画カミこれに伴うものであることを書きとめた.

その他の部分は外部の機関大学に関心があろう

(例えばオｰストラリア国立大学コｰネル大学テキサ

ス大学)亡

A-5南西太平洋の非震性海窺と小海台の沈み込みの影響

�晥捴�晳畢�捴楯湯晡�楳浩捲�来�
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慮����慴�畸楮����睥���

�晩�

計画の一部はCCOP/SOPACにとってとく.に

地震学的研究災害研修に関連する部分が重要

であると合意した.これらの研究は外部の機関

大学政府間組織体に向けられるよう勧告した

(例えばコｰネル大学ニュｰジｰランド科学産業研究

片目本および米国の援助機関フランス科学技術研究

機構).またその他の地質･地球物理学的調査で

SOPACの炭化水素と堆積盆についての関心に結

びつくのもとくに重要であり外部の機関大

学に向けられるよう勧告した(オｰストラリア海洋

科学技術諮問委員会/オｰストラリア海洋科学大学協会

コｰネル大学ニュｰジｰランド海洋研究所フランス

海外科学技術研究機構テキサス大学東京大学ソ連

科学アカデミｰ).さらにこの計画の中の島弧

前縁域の陸上海底地形の変化の確認はこの地

域の国際海洋掘削計画の審議での優先的プロジェ

クトとしてオｰストラリア海津科学大学協会が注

目するよう勧告した.

B.深部地殻構造岩石生成作用およびリソスフェア

の熱的条件と進化Deepcrusta1structure,

�����楳慮������浥���瑩潮�

��楴�獰��

B-1陸上の才フイ才ライト併入機構の型鉱物資源

Onshoreophio1ites,emp1ace㎜entmecha-

niSm∀ariatiOnS,minera1reSOurCeS

この計画は海底調査への関連性が少なく｡coP/

SOPACにとって一般的関心事にすぎないと合意

した.陸上のオフィオライトの研究は完全なオ

フィオライトの層断面によりニッケル鋼クロ

ム鉄鉱の理論的随伴関係を考察する必要のある各

第5図会議の光景

フランス目本ソ連の技術顧問達

加盟国の地質調査所の直接的な関心事であり

TAGは外部の研究機関大学がこのプロジェク

トに参加するよう勧告した.

B-2折れ曲り過程によリ研究される海洋リソスフェアの

力学的性質Mechanicalpropertiesofthe

����楴�獰���畤��桲�����

楮材�捥�

この計画は若干の例外を除き｡coP/soPAcにと

って一般的関心事にすぎないと考察した.

一部のとくに興味ある部分は他の研究集会のも

とで適当に準備されるよう合意した.多くの部

分は他の研究機関大学に向けられるべきである.

B-3沈降するリンス7エアの熟的条件Thetherma1

��浥潦���捥�楮杯捥慮楣����

�敲攀

この大部分は｡coP/soPAcにとって一般的関心

事にすぎないと考察した.しかし災害と島弧

後背部の海底金属生成作用を含む火山活動と地熱

の側面は｡coP/soPAcにとってとくに関心が深

いと認められた.

C.層序堆積物起源および鉱床生成作用Stratigra･

�礬�摩浥����癩����浥�����

卩匀

C+､海底堆積物層序断面における堆積ハイアタス

�摩浥��票楡���湯捥慮�潴瑯��

���匀

TAGはこれが｡coP/soPAcにとって一般的関

心事であることを認め外部機関とくにニュｰジ

ｰランド海洋研究所東大海洋研究所などに向け

られるのが最も望ましいとした

｡-1-2ccoP/sOPAc地域における主要な層序的婁変

の研究Studyofmajorstratigraphice∀e-

�����佐气佐���潮

これは｡cOP/soPAcにとって一般的な関心事

にすぎず外部機関例えばオｰストラリア鉱物資

源局オｰクランド大学狂とに向けられることが

望ましい

C-1-3堆積体の時問的空聞的輸廓付けDe1in{ationof

sedi工nentbodiesintinユeandspace

これは炭化水素の賦存可能性の評価に関連して

｡coP/soPAcにとくに重要であると合意した.�
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研究のあるものは最初SOPAC技術事務局によっ

て実施されるが計画の大部分はオｰストラリア

鉱物資源局ニュｰジｰランド海洋研究所および

ソ連科学アカデミｰに向けられるべきだと勧告さ

れた.

C-1-4SOPAC地域における堆積学的研究

�摩浥���楣��畤�������

���

炭酸塩堆積物サブプロジェクトCarbOnatesedi-

mentssubproject:これは炭化水素探査およびサ

ンゴ砂と骨材に関連してSOPACに直接的に重要

であると合意した.これはニュｰジｰランド地

質調査所オｰクランド大学ワイカト大学(ニ

ュｰジｰランド)シドニｰ大学オｰストラリア

大学に向けられるべきであろう.

火山性堆積物と深海堆積作用サブプロジェクト

噯�慮楣�摩浥���慢����業��瑩潮

subprojects:これらはCCOP/SOPACにとって

一般的関心事でありニュｰジｰランド海洋研究

所に向けられるべきである.

C-2-1南太平洋における活動性裂谷に沿う金属泥の性質

成因および発達Natureoriginanddeve1o-

��瑯�整��晥�畳�摩浥���湧

慣瑩癥物晴�楮�����捩晩�

これは海底熱水性金属泥堆積物の稼鉱の長期的予

測が乏しいにもかかわらず直接的に重要だと合

意した･若干のサンプリングは｡coP/soPAc

航海で実施するよう認めるカミこの計画の主な推

進力としては外部機関の能力を必要としよう(例

えばオｰストラリア水路局米国国立海洋調査所ソ連

科学アカデミｰロンドン･インペリアル大学)

C-2-2南太平洋におけるマンガン団塊の堆積環境

�癩���瑳潦�灯�瑩潮潦�湧慮�攀

湯�����卯畴桐慣�楣

この地域のマンガン団塊の潜在的重要性からみて

CCOP/SOPACにとって直接的に重要である.

選ばれた地域での｡coP/soPAcによる継続的な

サンプリングはこの計画に寄与しうるカミより高

度なデｰタを収集するため外部機関例えばニュｰ

ジｰランド海洋研究所日本ソ連による研究航

海またロンドン･インペリアノレ大学による分析の

援助が必要である.

C-2-3南太平洋の既存のマンガン団塊試料についての金

属濃集率および成長率の研究Meta1a㏄umu-

�瑩潮牡�慮摧��桲慴�瑕摩�潮

數��楮杭慮条��湯����散瑩潮�

�潭�����捩晩�

これは本来実験室の研究でありSOPACにとっ

て重要度が低いと合意しノ･ワイ地球物理研究所

のよう校外部機関に向けられるよう勧告した.

C-3-1燐灰土燐酸塩堆積物および魔伴する鉄マンガン

皮殻Phosphorites,Phosphaticsediments

慮�卓佃楡��敲��湧慮���却匀

これは燐酸塩鉱床の探査に関連して｡coP/so-

PACに直接的に重要であると合意した.この

研究の一部は｡coP/soPAc航海を通じて遂行さ

れるが計画はまたニュｰジｰランド海洋研究所

のような外部機関に向けられるよう勧告した.

C-3-1南太平洋地域内の堆積物組成および堆積物起源を

規定する海洋と島弧の発達および他の過程の役割

Thero1eofoceanicandarce∀o1ution,

慮摯�敲������整敲浩�湧�摩�

浥����楴楯�����慮捥��楮

卯畴桐慣�楣

これは本地域で実施される多くの地質学的研究に

対する不可欠の基礎として強く支持されるカミSO-

PACにとって直接的な重要度はない.ソ連科

学アカデミｰを含む外部機関に向けられるよう勧

告した.

議題10のデｰタ･情報の管理に関連して反射地震探

査記録のコンピュｰタｰ処理についてSOPAC地域内

にはまだ装置の狂いことカミ指摘された.このためプロ

ジェクト事務局は加盟国に記録の35㎜mマイクロフィ

ルムのコピｰをマイクロフィルムリｰダｰと一緒に配布

する計画である.

議題11の｡coP/soPAc出版計画について南太平洋

海洋地質ノｰト3号分技術報告1号分およびSOPAC

ニュｰスレタｰ3号分がそれぞれ出版された.

ヌｰメアでの第2回国際研究集会の提出論文はこれが

望ましくかつ著者達の同意カミ得られれば出版するよう

勧告された.

議題12の研修計画に関連して加盟国研修員に対する

船上研修はマチャイアス号航海および日本地質調査所の

白嶺丸航海で機会が与えられた一また海底地形図作成�
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技術の研修はスバの技術事務局で実施している.南太

平洋大学で開催された基礎地球科学コｰスは好結果であ

ったため継続が望ましい･南太平洋大学では基礎ヲｰ

スで好成績を修めた学生に上級コｰスを計画している.

日本とソ連からSOPAC地域におけるそれぞれの調

査船による航海に加盟国の研修員を受入れる用意がある

との申し出があった.

米国地質調査所は1981年のアメリカ太平洋岸における

航海に研修生を受け入れる場のあることを申し出た.

議題13の｡coP/soPAcの活動に関連する鉱物エネノレ

ギｰおよびその他の海洋資源の探査開発管理に関す

る近況報告として次のものがあった.

炭化水素資源の評価関連でフィジｰニュｰジｰラ

ンドおよび1980年一1981年に3本の海底掘削井カミ計画さ

れているトンガでの最近の石油探査に関する情報が提供

された.

技術の進歩関連で次の情報カミ提供された:紅海にお

ける金属泥の採鉱試験(フランス):音響測深信号の群徴

スタッキング法令ガス海底堆積物封印コアｰ採取法お

よび海底燐灰土のレｰザｰ放射マイクロ分析法(ソ連):

英国海洋科学研究の地質ロングレンジンナｰの開発(英

国):カリフォルニア沿岸での集成海洋地質図シリｰズ

の作成(米国).

議題15の関連活動分野における進展に関する報告とし

て次のことカミらカミあった.

(･)海洋法会議第9回会期(1980年7月28目一8月29目ジ

ュネｰブ)の経過報告カミ提示された.国際海底機構

の可能な所在地(マルタジャマイカまたはスバ)は決

定までに至ってないと述べられた.

(b)石油･ガス汚染の問題に関する研究集会か1980年7

月にハワイで開催された.

(･)広域津波警報システムにおける遅れの問題カミ討議さ

れた･TAGはIOCに対してもし可能なら警報シ

ステムを改善すべきことそしてUNDP資金の利

用が可能かどうか検討するよう要請した.

(d)ソロモンフィジｰバヌアツおよびサモアの地震

記録システムについて報告があり電気技術者の慢

性的な不足がこれらのシステムの十分な維持管理

にとって致命的な阻害となっていることが明白だと

された.

議題16の他の国際機関との関係では第3回環太平洋

エネルギｰ鉱物資源会議カミ1982年8月にハワイで開催

される予定である.ccoP/soPAcは共催者となるよ

う要請されている.環太平洋マッププロジェクト会議

南西区画会議が｡cOP/soPAc第9回会議の直前に公式

会合をもった｡ニュｰジｰランドは1983年2月にダニ

ｰジンで太平洋学術会議と連合し開かれるWEST-

PACの主催と狂ることを申し出た.1981年3月にキ

ャンベラで開催されるオｰストラリア海洋地球科学大学

協会にIPOD国際海洋掘削計画の当地域について提案

された掘削計画の情報を得るためオブザｰバｰを送るよ

う勧告した.

議題17の事業計画の策定では多くのプロジェクトカミ検

討された主なものを次に示す.

調査船マチャイアス号の1980年11月から1981年5月ま

での航海か承認された.この調査海域にはフィジｰ

(燐灰土)バヌアツ(金属泥貴サンゴ)ソロモン諸島(マ

ンガン団塊燐酸塩貴サンゴ金属泥炭化水素)パプア

ニュｰギニア(炭化水素燐酸塩)およびキリバス(マン

ガン団塊および貴サンゴ)カミ合まれる.

フランス海外科学技術研究機構CCOP/SOPACおよ

びアメリカの大学を含むフランスの調査船によるバヌ

アツソロモン諸島海域の第2回共同航海の提案が承認

された.

1981年にSOPAC海域で予定されているソ連の航海の

寛大な申し出を歓迎した･そして各加盟国カミESCAP

とソ連との間で適当な協定を十分間に合わせて作れるよ

う許可を与えることを希望した.

おわりに

今回筆者は｡coP/soPAc会議へ技術顧問としてはじ

めて参加した.これまでも｡cOP/sOPAcとは1975

年スバで開催された第1回国際研究集会に参加して以来

その後も白嶺丸航海でのSOPAC加盟国からの研修員受

入また西サモアフィジｰへの寄港時の関係者との意

見交換など関係をもってきたが今回の会議で1ヰCC0-

P/soPAcの現状問題点協力国援助さらに日本の

立場なとあらためて痛感することが多かった.

ccoP/soPAcの現状･問題点としては技術事務局

に各専門家の陣容が充実し設備などなお十分でない

にもかかわらず事業活動を着実に展開し実績を上げつつ

あることをまず評価したい.しかしSOPAC活動の目

標カミ付託条項の修正にみられるように加盟国側の要求

の変化につれ対象が鉱物資源に限らず例えば地熱そ

の他のエネルギｰ地質災害沿岸工学など多岐にわた

りまた地域も海域に限らず陸域にも及ぶたど拡大して

きたことが指摘される･地球科学を背景とする各技術

顧間では技術的にカバｰするのカミ困難なような場面もあ�
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った程である.将来要求は益々拡大する可育自性がある

カミ真に地域の利益に有効に貢献するよう活動範囲を調

整していくことカミ必要であろうと感じた.

一方資金がどこでも大き匁問題である.討議のた

かで事業計画とその裏付けと泣る資金確保の間のギャッ

プがしばしば問題となった｡例えば技術事務局の1982

-1984年度の計画原案では1982-1986年の事務局の期待

的観測からみて資金を600万ドルと見積っているがUN-

DP/EscAP天然資源分野検討調査団はこの計画を相当

に削減し1982-1984年度に350万ドルの水準までおと

すことを勧告し1985-1986年については計画の必要性

規模をあらためて検討すべきだとした.さらにUNDP/

ESCAPカントリｰ計画調査団は1982-1984年度の計画

を200万ドルの水準まで削減することを示唆している.

資金面での厳しい状況カミ感じられた.

また加盟国の技術者の不足カミ設備などの維持管理の

阻害となっているとの指摘もあったが研究者技術者

を含め人材養成の必要性が痛感された.

以上のよう放背景から先進協力国からの援助への要請

は強い.これらは第2回国際研究集会で勧告された

プロジェクトを含む諸計画への参加専門家派遣研修

員の受入施設装置の整備などである.各協力国は

いろいろな形の協力を競って行っているカミとくにソ連

は調査航海により南太平洋地域に積極的な進出を図って

いるようであった.

第6図休憩時に談論する出席者の面々

日本は｡coP/soPAc地域とは東南アジアと比較し

て地理的にも離れており結びつきは一般には弱いが先

進国としての協カベの期待は大きい.また丁度今回

の会議の前に日本の放射能廃棄物海洋投棄実験計画カミ太

平洋諸島の聞で国際的な問題になったことにみられるよ

うにこれらの地域の国々と友好的関係を維持していく

ことが今後益々重要になろう.日本はこれまで｡coP/

SOPAC会議への技術顧問専門家またSOPAC航海へ

の海洋地質技術指導のための専門家の派遣白嶺丸航海

への研修員の受入などの協力を実施してきている.今

後これらの協力の継続が必要なことはいうまでもないが

さらに第2回国際研究集会で勧告されたプロジェクトを

含む｡coP/soPAc計画への参加また計画の部分的

援助例えば炭化水素根源岩研究での堆積岩の分析など

まで可能なかぎり着実な協力を強化していくことカミ望

まれる.これに関連してCCOP/SOPACの事業計画

策定に直接的に結びつく国際研究集会には今後は他の

協力国と同じように日本からの技術顧間も出席する必要

があることを付け加えておきたい.最後に今回の会議

出席のためいろいろ御配慮御世話をいただいた外務省

国際協力事業団'通産省工業技術院地質調査所改ど

の関係者の方々に厚くお礼申し上げる.

伝統的な集会場の建物

ホテルのレストランの光景�


